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論文及び審査結果の要旨 
 
本論文は，建設汚泥の再生利用に用いる改質材の種類や二酸化炭素の通気条件が，再生土の

二酸化炭素固定量に及ぼす影響を調べたものである．室内試験を実施して，改質材の違いによ

る二酸化炭素固定量の違いの要因を分析している．また，二酸化炭素の濃度や流量，再生土の

密度や層厚が二酸化炭素固定量に及ぼす影響を明らかにするとともに，流量を段階的に調節す

ると，二酸化炭素固定を効率的に進められることを実証している．さらに，廃棄物由来改質材

を利用し中性化に伴う二酸化炭素固定量を考慮すると，材料ベースでゼロ以下の二酸化炭素排

出量を実現することを示している． 

本論文は全 6章で構成されている．第 1章では研究の背景と動機として，カーボンニュートラ

ルに向けた我が国の取り組みと，建設汚泥の再生利用における二酸化炭素の利用の状況や課題

を提示している．そして，本研究の目的を設定するとともに，本論文の各章の構成を示してい

る．第 2 章では関連する既往研究のレビューを行い，本研究の位置づけを明確にしている．第 3

章では再生土作製に用いた粘土や改質材の種類や特徴を紹介し，CO2 インキュベーターによる再

生土の中性化を実施している．そして炭酸塩含有量試験による再生土中の二酸化炭素固定量の

評価結果をもとに，改質材のカルシウム含有量や添加量が，土中に固定する二酸化炭素量に影

響を及ぼすことを明らかにしている．第 4 章では，1 種類の再生土を対象に，カラム試験により

二酸化炭素を透気して中性化を行うとともに，二酸化炭素固定量の評価を行っている．土の層

厚が厚いほど，密度が大きいほど中性化に時間を要するために二酸化炭素固定が進まないこ

と，逆に二酸化炭素の流量が大きく，濃度が高いと二酸化炭素固定が早く進むことを明らかに

している．また，カラム試験と炭酸塩含有量試験による評価の違いとその理由を考察してい

る．さらに，pH の測定値から二酸化炭素固定量を推定することの課題を提示している．第 5 章

では，第 4章で対象とした再生土について，流量を段階的に小さくすることで，中性化に寄与し

ない二酸化炭素量を削減できることをカラム試験により実証している．また，試験結果と改質

材の二酸化炭素排出量原単位をもとに，二酸化炭素排出削減効果を算定している．その結果，

廃棄物由来改質材を利用し，中性化に伴う二酸化炭素固定量を考慮すると，材料ベースでゼロ

以下の二酸化炭素排出量（カーボンネガティブ）を実現することを示している．第 6章では得ら

れた知見と今後の展望がまとめられている． 

 

提出された博士論文は，中性化に伴う再生土の二酸化炭素固定量に及ぼす各種要因の影響を

詳細に分析した点で新規性があり，また地盤環境工学における有用な知見を含んでおり，学術

的な価値が認められる．なお iThenticateにより既往文献と照合した結果，本論文の記述につい

て著作権侵害がなく，剽窃，盗用の不正行為はないことを確認した． 

 



注 論文及び審査結果の要旨欄に不足が生じる場合には、同欄の様式に準じ裏面又は別紙によること。 

以上より，本研究内容は博士（工学）論文としてふさわしい重要な価値があるものと認めら

れ，審査委員全員一致して合格と判定した． 

 

（試験の結果の要旨） 

 

令和 6年 8月 5日（月）8時 50分より環境情報 1号棟 301号室において，全審査委員の出席の

もとに，Su Myat Mon氏の学位論文の公聴会を開催し，約１時間にわたり学位論文の内容の発表

と質疑応答を行った．その後，9 時 50 分より，同室において約 30 分にわたり審査委員会を開催

した．研究内容の新規性，工学上の有用性および論文全体の完成度について審査した結果，本

論文が博士学位論文にふさわしい重要な内容を有しており合格と判定された．なお修了に必要

な単位は取得済みであること，提出された論文の記述について剽窃，盗用が行われていないこ

とが確認された．また本論文の内容と質疑応答の結果および研究業績から，地盤環境工学分野

の科目について博士（工学）の学位を得るに必要な学力を有すると判定された． 

さらに国際学会での発表の実績に加えて，質疑応答時の英語による説明から外国語（英語）

能力があることが判定され，学位取得に必須な対外発表論文があることも確認された． 
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以上により最終試験は合格であると判定した． 

 


